
折
癖
は
猛
烈
な
か
ゆ
み
が
起
き

ス
》
刀
↓
m

カ
ル
テ
る
皮
膚
疾
患
で
す
。
そ
の
程
度
は

尋
常
で
は
な
气
夜
は
か
ゆ
み
で

寝
付
き
が
悪
く
、
夜
中
に
も
目
が

員

W
会
'

、
＼
、

覚
め
ま
す
。
日
中
も
体
を
ポ
リ
ポ

り
と
か
か
ざ
る
を
得
ず
、
学
業
や

仕
事
に
も
支
障
を
来
し
ま
す
。
か

ゆ
み
を
韶
る
か
の
よ
う
に
体
や

手
足
に
は
鉦
薮
の
細
か
い
引
っ
か

黍
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
痔
癖
治
療
薬
と
し
て
も
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
1
週
問

間
隔
で
2
回
塗
布
す
る
と
ほ
と
ん

ど
の
場
合
治
り
ま
す
。

深
は
接
触
疑
な
の
で
ご
口

居
す
る
家
族
に
も
う
つ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ず
れ
る
と
家
族
内
で
う
つ
し
合

引
っ
か
い
た
よ
う
な
筋
状
の
皮
疹

で
す
。
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
は
辯
癖
ト
ン
ネ
ル

の
端
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
口
と

前
脚
が
黒
い
た
め
ト
ン
ネ
ル
の

端
に
ご
く
小
さ
な
里
蓼
し
て
見

え
ま
す
。
国
の
良
い
人
な
ら
漆

ト
ン
ネ
ル
の
先
端
部
に
住
む
ヒ
ゼ

ン
ダ
ニ
が
肉
眼
で
見
え
ま
す
。

r

ダ
ニ
原
因
飲
み
薬
と
塗
り
一
楽
あ
り

き
傷
が
生
じ
ま
す
。

原
因
は
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
と
い
う
微

細
な
ダ
ニ
で
す
。
わ
ず
か
0
・
4

、
、
矯
の
大
き
さ
で
、
人
間
の
皮
膚

の
中
に
住
み
、
皮
膚
の
中
に
巣
穴

を
掘
り
、
卵
を
産
み
付
け
て
い
き

ま
す
。
巣
穴
は
「
痔
癖
ト
ン
ネ
ル
」

と
い
い
、
手
や
足
に
多
く
み
ら
丸

長
さ
は
5
、
、
矯
前
後
で
、
針
先
で

ン
。
大
村
智
先
生
が
開
発
し
、
 
2

0
1
5
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
の
受
當
花
つ
な
が
っ
た
薬

で
、
 
1
週
間
間
隔
で
2
回
飲
む
と

漆
は
治
り
ま
す
。

塗
り
薬
は
ス
ミ
ス
リ
ン
(
一
般

名
・
フ
エ
ノ
ト
リ
ン
)
口
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。
ス
ミ
ス
リ
ン
は

も
と
も
と
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
症
の
治

る
女
子
中
学
生
は
手
に
深
ト
ン

ネ
ル
が
あ
る
の
に
気
づ
ミ
針
先

で
ダ
ニ
を
掘
り
出
し
て
病
院
に
持

参
し
て
く
れ
ま
し
た
。

深
を
浪
す
る
に
は
、
寄
生

し
た
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
の
駆
除
が
必
要

で
す
が
、
今
は
良
い
湿
楽
が
で

き
ま
し
た
。
飲
み
薬
と
塗
り
薬
が

あ
り
飲
み
薬
は
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

う
「
ビ
ン
ポ
ン
感
染
」
が
起
き
る

可
能
性
も
あ
り
二
斉
に
治
療
を

し
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
今
や
治
る
病
気
で
す

の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

昼
盧
県
医
師
会
和
田
康
夫
n

赤
塗
巾
民
病
院
皮
膚
科
医
師

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。
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激しいかゆみを伴う皮膚の感染症「痔癖」。

世界で年間2億人以上、日本では8~巧万人

が感染しているとみられ、高齢者施設などで

集団発生を起こしやすい。どんな症状でどの

ような治療法があるのか専門家に聞いた
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